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｢開館1年をぶリ返って｣

鈴木泰輔(地質標本館長付)

よくわかる地球の歴史45億年地質標本館ひらく学園都

市の工業技術院地質調査所(朝目新聞).規模はわが国で

鍛夫デス地質標本館オｰプン(毎目新聞).

“ミニ解説"地質標本館(読売新聞).日本初の地質博物館

筑波研究学園都市に誕生(肩六経済新聞).地質標本館オｰ

プン貴重な資料1,400点チビッ子らで大にぎわい

(いはらき新聞).

開館昭和55年8月19目地質標本館が華々しく開

館した.当日朝のNHKテレビではニュｰス･ワイド

番組で全国の茶の間に開館の知らせと展示内容を放映.

翌日の朝刊各紙は冒頭に掲げた大兄出しで一斉に記事

を掲載した.

そして一年が経過.開館延日数(昭和56年8月末ま

で)247目.入館者総数30,006名.開館目における

1目当り平均入館者数121人強を数えるに至った.

1年間の開館をふり返りこの間の地質標本館におけ

第1表年間月別入館者数

'人

命鰯麗
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難灘

るさまざまな入館状況及び経過などについて記録してみ

よう.

年間の入館者状況年間入館者の月別傾向(表1)を

みると旅行シｰズンの10月が他の月を圧してピｰクと

荏?ている･これは団体見学者によるもので55年10

月は46団体56年10月の予約数をみても51団体(56年10

月15日現在)か予定されておりこの傾向は将来とも続

くものと思われる･また夏休み期間となっている8

月にも一つのピ｣クがみられる.但し開館当初の55

年8月は開館日数カミわずか10日間で3,200名を超克てい

るかこれは特別であろう.一方冬期の12月から3

月にかけての4ヵ月間は秋期とは対象的に少ない傾向

を示している･特に12月1月は低い数字を示す.

入館者の地域別内訳第2表を見ると筑波研究学

園都市内及び県内の見学者が12位を占めている.

これは地の利を得ていることに加え現在の学園都市に

不足している文化的施設の欲求不満を地質標本館でいや

すと云う住民意識からの現れではないだろうか.学園

都市の人口は周辺開発地区を含め12万7,400人(55･10･

1調査)でありこの数字から推定すると地元見学

�〰　

�〰　

㈬〰　

ユ,000

月

月拓9101112%2345678

注:55年8月の数字は8月19日一8月31目までの入館者

地質標本館の見学終了を待つ団体観光バス

多い目には11台のバスか数えられた�
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策2表入館者地域別内訳表

単位人
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注:昭和55年8月分は19目以降

者の多い傾向は当分の間続くものと思われる･次

に東京都内からの見学者カミ意外に多い.これは工業

技術院研究センタｰ各研究所に関連する各界からの訪問

者カミ多いためと筑波山と学園都市見学をペアにしたバ

ス旅行の団体見学者によるものと考えられる.遠隔地

としては少数ながら国内の道府県全域にわたっており

第3表入館者職業別内訳表

単位人

下

予想外の結果が得られている.外国人が全体の1.7%

を占めているのは国際協カ事業団筑波インタｰナショ

ナルセンタｰの存在と筑波研究学園都市がもともと有

している国際性を物語る証拠であると云えよう･
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入館者の職業別内訳職業別順位(第3表)は会

杜員公務員小･中学生自営･家庭･その他高校･

大学生の順となっている･公務員カミ2位を占めてい

るカミ国家公務員･地方公務員の比率はほぼ6:4であ

.る.地方公務員のうち特に目立つ団体としては中･

高校の理科担当の教員である.市･県が主催する教育

研究会･理科部会等の見学は9件を数える･これらの

注:昭和55年8月分は19目以降

博観会国際事務局(BIE)予備調査団の来訪

(右端パトリック･リｰド議長昭和55年9月25目)･�
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うち遠隔地からの来館は静岡県神奈川県西部であり

この辺りが一目行程の限界を示す範囲であろう.一方

教員の団体として学園内の大学が主催している公開講座

(全国の小･申･高校の教員カミ対象)がありほぼ定例的な

見学コｰスとして利用されている.小･中学生の団体

数は18校であるが1団体当りの人数が多く最多数記

録は千葉県下の中学校1年生560名であった.高校･

大学生は予想に反し全学生数の34%の入館に止まって

いる.小･中学生の研究所一般見学と異存り地学ク

ラブ貝か地学専攻あるいは資源工学部門の学生が多く

見学の中味が濃い.恋お特異な例としては標本館に

近い距離にある高校の理科学習に利用されておりクラ

ス毎の学習時間に合わ世た入館がみられる.自営･家

庭･その他が比較的多いのは各学校の学年及びクラス

単位で行うPTA研修･家庭教育学級の団体によるもの

で30団体に達した.最近では茨城県が主催する県

政教室の“学園都市見学コｰス"に組込まれ多くの県

民の利用を得ている.

アンケｰト昭和55年10月末から入館者による任

意のアンケｰト調査を実施している･56年8月末目ま

での回収数1,129枚男性69%女性31%の割合いで協

力が得られている.

設問1)地質標本館全体の印象はいかカミでしたか･

(大変よかった)61%(良かった)33%と

協力者の圧倒的支持を得ている･

設問2)展示の内容について.

(よく理解できた)29%(まあ理解できた)

56%(難かし過ぎる)13%(その他)2

%である.(難かし過ぎる)とした回答者

は小学生が殆んどであることを考え合わせる

1万人目の入館者に標本館から心はかりの記念品を贈呈

水戸市理科教育研究部主催の研修会に参加された水戸

市立第2中学校教員大森孟氏が1万人肩の幸運者

'(昭和55年11月8目).

と中学生以上の見学者を対象とした製作者

の意図はすべて満たされているとみてよい.

設問3)どの展示物がよいと思われましたか.

(支持数無制限方式)に対しては館内の全展

示物カミｰ応の支持を得て率2アンケ､ト協

力者の幅の広さを示している.'I支持率の高

い1頃に上位10点を列記すると次のようになる.

①生きている化石②宝石･飾石③プレｰ

ト･テクトニクス④螢光･放射能鉱物⑤地

球ができるまで日本列島の生いたち⑥富

士･箱根火山⑦地球儀⑧日本列島大型地

質模型⑨地質年代(タイムトンネル風)⑩地

層の摺曲構造一

以上のうち特に支持率の高い①～⑤の展

示物について検討してみると常に人類羨望

の的となっている宝石･飾石コｰナｰを除け

ばすべて音声による解説を行うものまた

は映像を伴うものとたっている.伝達しよ

うとする情報を見学者に対し親しみ易く

かつ見せるための配慮を多く施した展示物

か受けている.

地質標本館内には映像展示室があり現在16mm

フィルム4本ビデオテｰプ5本が用意されている.一

開館してから1年間の映画上映回数329回観客動員数

1万818名である.

設問4)映画はいかがでしたか.

(大変よかった)66%(まあよかった)27

%で支持率は大変よい.

設問5)地質標本館はどのような方法でお知りにな

りましたか.

(新聞)8%(テレビ･ラジオ)3%(雑

中国科学院一行の見学(昭和56年7月8目)

右から2人目団長の郁文氏(中国科学院秘書長)

右端は筆者�
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第4表

地質標本館の電波放送内訳

放送年月目1

55･8･19

55･10･23

55･11･19

時間1

���

��　

��　

局名

NHKテレど

茨城ラジオ

NHK教育テレビ

番組名

ニュｰスワイド

rお元気ですかIBSラジオです｣実況放送

ジュニア文化シリｰズr未来を開く｣の一部

昭和55年8月～昭和56年8月

内容

開館と展示内容の紹介

展示内容及び見学風影

展示物紹介と年代測定法

篤5表地質標本館の新聞記事

昭和55年5月～昭和56年8月

マ

読売新聞

科学新聞

目本経済新聞

読売新聞

毎目新聞

朝目新聞

いはらき

サイエンス

コミニケｰション

いはらき

〃

〃

目利工業新聞

出みうり

学園ニュｰス

い.はらき

〃

〃

〃

朝日新

いはら

血〃

愈朝目新

瓜毎目新

妓読売新

聞

き

聞

聞

聞

北目本新聞

京都新聞

新潟目報

高知新聞

少年写真ニュｰス

目本経済新聞

科

読

血朝

盗朝

朝

い

学

荒

目

目

目

は

新

新

新

新

新

ら

聞

聞

聞

聞

聞

ぎ

55･5･11

55･5･9

55･8･16

55･8･17

55･8･20

55･8･20

55･8･20

1980･8･22

55･8･28

55･8･29

55･8･30

55･8･30

55･9･1

55･9･1

55･9･3

55･9･4

55･9･8

55･9･11

55･9･22

55･9･26

55･9･26

55･9･26

55･9･26

55･10･1

55･10･3

55･10･7

55･10･15

55･11･28

56･1-1?

56･2･13

56･3･8

56･遂･14

56･6･4

56･7･9

56･8･19

地質標本館ほぼ完成今秋から無料公開筑波の地質調査所

念願の地質標本館地調開館は9月ごろに

日本初の地質博物館筑波研究学園都市に誕生

“ミニ解説"地質標本館

規模はわカミ国で最大デス工業技術院地質標本館オｰプン

よくわかる地球の歴史45億年

地質標本館ひらく学園都市の工技院地質調査所

地質標本館オｰプン貴重な資料1400点チビッ子らで大にぎわい

地質標本館

地質学への招待①天井に列島震源分布模型

〃②大型しゅう曲模型2億年前の日本列島

〃③日本列島大型地質模型生成,発展がひと目で

頭脳都市筑波の表情地質の殿堂オｰプンエ技院地質調査所

地球の歴史びとめて地質標本館に人気

地質学への招待④デスモスチルスの骨格子共に人気の化石系

〃⑤地質年表タイムトンネル化石と岩石でたどる46億年

〃⑥美しい光と色r宝石の世界｣

真壁産出のrざくろ石｣も展示

〃⑦目を奪う鉱物･化石世界中の4万点を分類

“視点発掘"地質標本館神秘で膨大地球46億年の歩み

大もて地質標本館人気者の悩みちらほら

BIE調査団迎えた会場候補地

科学博用地リｰド議長も視察

科学博開催明るい見通し現地予備調査終える

筑波科学博現地調査終わるBIE議長もGO

地球のすべてが一目貴重な研究資料並ぶ

筑波の閉質標本館｣豊富な資料展示恐竜の足跡も

地球グ)生/(たち一目で地質標本館筑波に開館

筑波の地質標本館地球の岩石ずらり

火1⊥ゆ地質と火成岩

孟茗ぶらり新名所"まあっこれができたての列島地質標本館筑波研策学園都市

役割り増す地質調査所“標本館"

…憎物館再発見"最古の石

科学技術週間の筑波学園都市

学闘都市ソフト時代一u“ペソ"

中国の科学者一行学園都市を見学地質調査耐こ興味

地質標本鮪開館一周年いまや学園都市の韮噺名所"

注廠印は記事中に関連事項として地質標本館が取上げられているもの

誌)3%(知人力)ら)43%(その他)42

%である.(その他)は団体入館者が組織

を通じて知ったことを示す.

展示物の撮影地質標本館は

物の模写･撮影を禁止しているが

申請による許可制をとっている.

原則として館内展示

特別の要望があれば

過去1年間の撮影許�
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策6表地質標本館の紹介雑誌

昭和55年8月～昭和56年8月

誌名巻･号��キャプション�発行所発行年月�

TSUKUBASTUDENTS�91�地質標本館の一般公開について�筑波大学�55･9･24

日経アｰキテクチュア�11�ハイライト･工業技術院地質調査所地質標本館�日経マグロウヒル社�55･11

自然�11�P.O.BOX地質調査所標本館�中央公論杜�55･11

配管と装置�11�おいでください“地質標本館"�三幸企画�55･11

周�慰慮���物�������楣�卵��潦����汯����

�捨湯汯���由�瑩渉����硴���

��Museum�TradeOrganization�No∀1.1980

地学研究�31�地質調査所地質標本館の公開�日本地学研究会�55･12

ば���副��倉�

��地球の中味を見ながらデｰトするのも悪くない�チｰム�55･12

博物館研究�15-12�工業技術院地質調査所地質標本館�日本博物館協会�55･12

ロアジｰル�2�ロアジｰル談話室地球博物館�余暇開発センタｰ�56･2

時の動きr政府の窓｣�56-3�目でみる“地球の科学旅行"をどうぞ�総理府�56･3

建築技術�358�今月の表紙工業技術院地質標本館�建築技術�56･6

建築技術�360�今月の表紙富士火山帯大模型�〃�56･8

一

可件数127例を分析した.撮影フイルムの使用目的は

大半(44%)が教員による教材であり次いで報道関係

の取材(!7%)学生による研究･勉学素材(15%)記念

(10%)等とたっている.記念を目的とした撮影は外国

人による希望者が多いが中には小学6年生団体で卒業

アルバム作成のためと云うほほえましい申請が含まれて

いる.

マス･コミニケｰション地質標本館がこの1年余

の間にマスコミによって取り上げられた件数は電波

報道3件新聞報道35件雑誌関係12件に達している.

地質調査所100年の歴史において当所がこれ種スポッ

ト･ライトを浴びマス･メディアによる伝達が行われ

たことがかってあったであろうか.これは地質標本館

の位置づけカミ地質調査所の1別棟であると云う狭まい

認識に止まらず今や筑波研究学園都市の1文化的施

設としての格付けが定着したことを裏付ける.

テレビ･ラジオ(第4表参照)

新聞地質標本館が話題の中心として新聞紙上に取

り上げられ始め走のは同館がほぼ完成した時期の昭和

55年5月をもって晴夫とする･その後昭和56年8月

までの間に29件地質標本館カミ登場する関連記事を含め

ると実に35件に達する(第5表).但しこの数字

は確認し得たもののみでありあるいは地方紙などに

もっと多くの報道がなされているのかも知れない.1

年余の記事の推移をみると開館の予告一一華々しい開

館記事一展示内容の詳細荏紹介一標本館の運営一

学園都市における標本館の位置づけとなり更に最近で

は昭和60年に茨城県下で開催される予定の科学万博カミ

らみの関連記事が目立っている.

雑誌月刊9誌半月刊3誌の合計12誌が地質標本

館の記事を掲載している(第6表).雑誌の種類は商業

誌4専門研究誌5政府関係の団体広報誌2大学機

関誌1となっている.日経アｰキテクチュアは折り

茨城県竹内藤男知事の見学(昭和56年10月7目)

右端竹内知事2人目当所山田企画室長

農示室の混雑風影�
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込み表紙裏に“展示ホｰル"の見事なカラｰ写真を掲げ

本文ではrニュｰス<建築〉｣の項で専門的解説カミなされ

ている.

筑波研究学園都市内のユニｰクな月刊紙Openには

若者向けのタイトルが付けられ記事内容もナウな若年

の心理を惹きてけるように書かれており独特である.

財団法人余暇開発センタｰ発行のロアジｰルにはイ

ギリスの歴史学者J･パラグラフ氏の感想として次の文

を載せている.rイギリスにも博物館は多いカミ古い

物をただ集めて陳列しているだけのものが多い.それ

に比べるとこの博物館は実におもしろいですね.エ

レクトロニクスを随所に使って地球の50億年の経緯を

本当に興味深く見せてくれます｣地質標本館の展示基本

計画の理念をずばり云い得ている.

サｰビス地質標本館見学者にはホｰル受付にお

いて館内案内書を配布している.開館当初はrGe-

o1ogica1Museum｣絵はがき型式の案内書500部をオｰ

プニング記念として配布9月に入ってA-4判三

つ折8貝オｰルカラｰ版のr地質標本館｣に切換え2

万部を配布.

昭和56年6月からはA-5判二つ折4頁のr観覧の

しおり｣及びrGeo1ogica1Museum｣の和･英文2種を

揃え現在に至っている･また見学者が例えば理科担

当の教員や地学クラブの学生などの場合にはA-5判

二つ折4真地質年代測定法解説書r岩石の年令をはか

る｣を特別に配布するよう配慮を加えている.一方展

示ホｰルの一隅には記念スタンプを置いた.和文2

個テスモスチノレスと富士･箱根火山.英文2個摺曲

露頭及びアンモナイト合計4個をシンプルにデザインし

見学者の記念晶的欲求を満たしているものである.地

質標本館事務室には身障者用の車椅子が2台用意され

映像展示室の利用風景

ているカミ過去1年間の身障者見学3団体は

め自家用車椅子を運転してきており事務室の備品カミ活

用された例は1件だけであった.地質標本館の館内案

内回数は1年間で115件であった.このうち分野

別の関連担当部課カミ行ったもの46件その他は標本館長

付カミ担当した.但しこの数字は登録されている件数

のみであり一般公開目に各部課が独自に対応したもの

は含まない.

事故受付等業務日報に報告されている事故の発

生は軽度の怪我2件急病2件忘れ物3件と入館者

数に比し意外に少ない.怪我:例一1玄関出入口

の横にはめ込まれている大型ガラスに気付かず額をぶ

っつけ小さなこぶか出来た.例一2階段で転び

脛に擦傷が出来た｡急病:2例とも女性急に気分が

悪く在り事務室内に設置してある医療用応急ベッドで

休息し回復後退館.忘れ物:例一1運転免許証と

現金例一2かばん例一3トイレに財布.調査

の結果いずれも落し主が判明し返却している.

メンテナンス展示物の保守維持管理についてみ

ると当然のことなカミら入館者の多い月に件数が増加

する傾向カミある.一般的な保守例えばオｰトスライ

ドのカセットテｰプ･デッキのヘッド･クリｰニング等

は日常的に行いまた簡単な消耗品の交換(例えば一

般照明球各種展示物の光源球･発光球及びフィルム等)は

事項発生後即時復旧している.ジオラマシミュレｰ

ション装置等の作動機構に故障が生じた場合は回復に数

目間を要している.過去1年間に消耗品の交換件数110

件作動機械類の故障件数23件であった.開館後展

示物の追加工事を行い館内の一層の充実を図った.

特殊展示ケｰス6件(ダイヤモンド自然金輝安鉱油頁岩

近着標本ケｰス及び出版物陳列ケｰス)パネノレ3件(地震と

断層目本炭分類表及び世界の石炭分類比較表).また第

4展示室の分類標本類は地質部地質標本課によって

見学者が一層観察し易いよう展示に工夫カミ凝らされ更

に鉱石鉱物等は全点のクリｰニングが行われた.

/隼を撮り返って地質調査所の研究成果を一般社

会ぽ理艦し易く紹介しあわせて地球に関する科学情

報を広く普及することを目的として設置された地質標本

館は醤初の心配を他所に予想以上の成功をみたと云え

よう.

昭和60年開催予定のEXP〇戸85と関連し筑波研究学

園都市の地質標本館は今後ますます人々に親しまれ

利用されることと思われる.�


